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地震被災発生から、茨城県生協連の各会員生協は、営業の再開と組合員支援、地域支援などに取り組んでいます。 

その取り組みの一部を紹介します。震災からの復興のために、力を合わせてがんばりましょう。 

＜いわき勿来体育館、勿来市民会館、南の森スポーツパークの避難所に 

炊き出しに行ってきました。（5月13日）＞ 

2011年 5月 13日（金）、いわき市勿来地区の 3ヶ所の避難所を訪問し
ました。いわき市では、市が用意された借り上げ住宅に引越しされる方が

増え、避難所は順次閉鎖されており、現在では勿来体育館、勿来市民会

館、南の森スポーツパークが残っていました。 
今回の炊き出しでは、季節の旬を味わってもらおうと、タケノコご飯、豚

汁、ポテトサラダを 200食分用意しました。 
タケノコは、常陸大宮産のもの、パルシステム茨城職員の菊池さん（常陸大

宮市上小瀬）と矢口さん（笠間市）からご提供いただいた堀りたての新鮮な

ものです。当日に事前のあく抜きを行いました。使ったタケノコは 6kg でし
た。 
避難所で食事していただいた方からは、「今年は、タケノコはたべられな

いかと思っていたのに、食べられて本当によかった」などの声も寄せられま

した。今回はたっぷり作っていったので、ご飯のお代わりができることを館

内放送してもらいました。付け合わせのポテトサラダは、前週行ったときにリ

クエストをいただいて作っていったものです。みなさんに大変好評でした。

次回の炊き出しは、は 5月
20日（金）の予定です。 
今回の炊き出しは、パル

システム茨城にご協力いた

だいて、那珂市のなかセン

ターで調理を行い、勿来へ

ワゴン車で運びご提供しま

した。参加者には、NPO
がんばっぺいわき代表蛭

田さん、パルシステム茨城

の小谷理事長、佐藤県連

会長も参加いただきまし

た。調理ボランティア 20
名、配膳7名での活動でし
た。 

＜なかセンターでの調理のようす＞ 

＜南の森スポーツパークでの配膳準備＞ 

＜調理したものをワゴン車に積込みます＞ 

＜勿来体育館前で参加者のみなさん 

左端パルシステム茨城小谷理事長、左から 2 人目古山県連専務、3 人目佐藤

県連会長、4人目パルシステム茨城職員茅根さん、5人目NPOがんばっぺ代

表蛭田さん、右端パルシステム茨城職員大友さん＞ 



東日本大震災で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

＜いばらきコープ・コープネット事業連合の取り組み＞ 

  ・茨城の産地応援！野菜の予約販売「がんばろう茨城」 
 ・被災者支援、避難者支援「ご利用手数料を無料」 
 ・避難所にも配達します 
 ・復興支援ポイント開始、貯まったポイントを「支援金」に 
 ・復興応援キャンペーン「がんばろう東日本」 

いばらきコープとコープネット事業連合は、日生協と連携をとり、

被災産地・被災地工場の商品利用による支援の取り組みを店舗

や宅配事業ですすめています。「日本を食卓から 元気にしたい」

をメインスローガンにした農産の「被災産地商品」を使用促進し、

産地を支える取り組みをすすめています。被災者や避難者の生

活を支援し応援する手立てとして、宅配の手数料の減免に取り組

んだり、避難所に生活する皆さんに商品を配達する取り組みも予

定しています。また、震災で被災や風評被害に苦しむ生産者や産

地、メーカーを応援する企画として、「復興支援ポイント」を対象商

品に付与します。7月ごろからは、貯まったポイントを「支援金」とし
て寄付できるような取り組みを準備しています。 

 
  

 

 茨城県生活協同組合連合会のホームページのご案内 

 茨城県生活協同組合連合会と加盟する会員生協の活動や取り組みのご紹介など、生協の
情報提供の場となるように努めていきます。ぜひ、ご覧ください。 

東日本大震災支援 

「つながろうＣＯ･ＯＰアクション」 
日本生協連は、東日本大震災復興支援として、今後の社会・

経済基盤の復旧とくらしの復興にむけて、全国の生協・組合員

とともに「つながろうＣＯ･ＯＰアクション」に取り組みます。 

＜茨城県生協連ホームページのアドレス＞ 
http://www.ibaraki-kenren.coop 

＜産地応援、野菜予約販売のちらし＞ 

＜宅配手数料無料をお知らせするチラシ＞ ＜メッセージロゴ（日生協が開発したコープ商品＞ 


